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ご
み
処
理
広
域
化
事
業
に
よ
り

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
が
策

定
し
て
い
る
『
広
域
ご
み
処
理
基

本
計
画
』
の
見
直
し
が
今
後
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
25
年
度
か
ら
予
定
し
て
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分

別
収
集
を
見
送
る
た
め
、『
伊
万
里

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
』

伊
万
里
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
・

　
伊
万
里
市
分
別
収
集
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

◆公表する案および資料
▷伊万里市一般廃棄物処理基本計画
▷伊万里市分別収集計画
◆意見募集期間
　１月４日（金）〜１月 31 日（木）
◆案の公表先・入手先
①環境課または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体）を明記のうえ次のい

ずれかの方法により提出してください。
▷電子メール　kankyou@city.imari.lg.jp
▷郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　環境課　あて
▷直接提出　案の公表先①または②へ提出してください。
▷ファックス　 ０９５５㉒７６５０
◆問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

パブリックコメント案内

と
『
伊
万
里
市
分
別
収
集
計
画
』

に
つ
い
て
、
計
画
内
容
を
変
更
し

ま
す
。

　
今
回
の
計
画
変
更
案
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を

参
考
と
す
る
た
め
に
、『
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
』
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　伊万里市など佐賀県西部地区の４市５
町で広域ごみ処理施設建設を進めている
佐賀県西部広域環境組合（管理者・塚部
市長）と、建設地の松浦町の住民でつく
る松浦町広域ごみ処理施設建設対策協
議会（原口弘会長）が、12 月７日に『地
域振興策協定』と『環境保全協定』を結
び、松浦公民館で調印式が行われました。
　『地域振興策協定』では、組合が協議
会に対し、平成 25 年度から10 年間で
総額 10 億円の地域振興事業費を支出す
ることや、振興策とは別に１億 5,000 万
円を限度に町内に公営の温浴施設を組合
が整備することなどが明記されています。
　ごみ処理施設は、平成 27年10 月の稼
働を予定しています。

　
12
月
10
日
、
最
新
鋭
の
救
助
工

作
車
が
消
防
本
部
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。
消
防
本
部
で
行
わ
れ
た
配

置
式
で
は
、
新
し
い
車
両
や
資
機

材
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
救
助
活

動
の
実
演
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
置
さ
れ
た
車
両
は
、
走
破
性

を
重
視
し
て
四
輪
駆
動
を
採
用

し
、
複
雑
多
様
化
す
る
交
通
事
故

や
地
震
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、
ラ
ジ
コ
ン
ク
レ
ー

ン
や
ウ
イ
ン
チ
、
夜
間
の
活
動
を

支
援
す
る
上
昇
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
装

置
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
載
資
機
材
に
つ
い
て
は
、
最
新

式
の
電
動
式
大
型
油
圧
救
助
器
具

や
簡
易
画
像
探
索
機
な
ど
の
高
度

救
助
資
機
材
を
導
入
し
、
効
率
的

救
助
工
作
車
を
27
年
ぶ
り
に
更
新
し
配
置
！

市
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

新しい車両を使った救助活動の実演

市消防本部に配置された最新鋭の救助工作車

↑調印後に堅く握手を交わす原口会長（左）
　と塚部管理者

県西部広域ごみ処理施設
『地域振興策協定』・

　『環境保全協定』を締結

な
救
助
活
動
が
可
能
で
す
。
な
お
、

車
両
の
サ
イ
ド
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

は
、
一
般
公
募
し
た
デ
ザ
イ
ン
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
車
両
の
配
置
な
ど
に
よ
っ

て
迅
速
な
救
助
活
動
が
可
能
と
な

り
、
今
後
の
市
民
の
さ
ら
な
る
安

全
安
心
の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。
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市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
市
は
、
次
の

日
程
で
『
市
長

出
前
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
』
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市

長
が
市
民
と
直
接
対
話
し
、
市
政

の
現
状
や
方
向
性
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

市
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
た
め
、
広
く
皆
さ
ん
の
生
の
声

を
聴
く
こ
と
で
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
対

話
集
会
で
す
。

　
今
後
、
市
内
の
各
町
単
位
で
順

次
開
催
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

テ
ー
マ
は
設
け
て
お
ら
ず
、
だ
れ

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
今
後
の
開
催
予
定
は
、
広
報
紙

　
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　

▽
黒
川
公
民
館
　
１
月
18
日
（
金
）

▽
大
川
公
民
館
　
１
月
30
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

　
８
時
30
分

● 

問
合
先
　

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

市
長
出
前
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
を
開
催
し
ま
す

さ
ら
な
る
国
際
物
流
港
と
し
て
の
伊
万
里
港
の
発
展
に
向
け
て

伊
万
里
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
訪
韓
団
が

　
伊
万
里
港
振
興
に
尽
力
の
船
会
社
２
社
を
訪
問

↑高麗海運 ( 株 ) で意見を交換する訪韓団

11.26

11.27

　
伊
万
里
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

訪
韓
団
（
団
長
・
塚
部
市
長
）

の
一
行
が
、
韓
国
の
首
都
ソ
ウ

ル
特
別
市
に
赴
き
、
伊
万
里
港

に
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
を

運
航
し
て
い
る
船
会
社
２
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
11
月
26
日
に
は
、
釜
山
航
路

を
運
航
し
て
い
る
高
麗
海
運
株

式
会
社
を
、
11
月
27
日
に
は
、

華
南
・
韓
国
航
路
を
運
航
し
て

い
る
興
亜
海
運
株
式
会
社
を
そ

れ
ぞ
れ
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
先

で
は
、
い
ず
れ
も
、
ま
ず
団
長

が
伊
万
里
港
の
定
期
的
な
利
用

や
貢
献
な
ど
へ
の
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
会

な
ど
の
場
で
は
、
①
船
舶
の
大

型
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に

水
深
13
㍍
岸
壁
を
整
備
し
て
い

る
こ
と
、
②
荷
役
効
率
を
大
幅

に
向
上
さ
せ
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
の
供
用
を
４
月
か
ら
開

始
す
る
こ
と
、
③
道
路
網
の
整

備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
、
伊
万
里
港
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
一
方
、
航
路
を
運

航
し
て
い
る
会
社
サ
イ
ド
か
ら

は
、
意
見
や
要
望
に
加
え
て
今

後
の
物
流
戦
略
な
ど
の
話
が
あ

る
な
ど
、
よ
り
良
い
港
づ
く
り

の
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
話
し

合
い
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
を
契
機
に
、
伊

万
里
港
が
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑興亜海運（株）の金社長（右から３
　番目）と写真におさまる訪韓団

　

お
正
月
な
ど
め
で
た
い
時
や
お

祝
い
の
席
に
は
、
鯛
が
よ
く
料
理

で
出
さ
れ
ま
す
。
鮮
や
か
な
朱
色

で
形
も
整
い
、
魚
の
王
様
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
一
生
一

代
（
一
升
一
鯛
）』
＝
（
添
い
と

げ
る
と
い
う
意
味
）、『
め
で
た
い
』

な
ど
語
呂
合
わ
せ
も
よ
く
、
縁
起

も
の
と
し
て
結
納
の
席
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
魚
で
す
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る

わ
が
国
は
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
魚
は
、

昔
か
ら
な
じ
み
の
深
い
食
材
で

し
た
。
種
類
も
多
く
、
刺
身
や

煮
つ
け
、
塩
焼
き
、
鍋
な
ど
料

理
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
食
卓

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
魚
よ
り
肉

を
好
む
人
が
増
え
、
魚
を
食
べ

る
人
が
減
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
水
産
庁
は
魚

介
類
の
消
費
拡
大
を
狙
い
『
魚

の
国
の
し
あ
わ
せ
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
魚
に
関
す
る
知
識
や
魚

食
文
化
の
伝
承
な
ど
に
努
め
る

人
材
を
『
お
魚
か
た
り
べ
』
に

任
命
す
る
制
度
を
始
め
ま
し

た
。
特
に
若
い
世
代
向
け
に
は
、

『
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
商
品

の
充
実
を
図
り
、
多
様
な
魚
食

文
化
の
普
及
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。『
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』

と
は
、「
あ
ら
か
じ
め
骨
を
取
り

除
い
た
り
、
簡
単
に
調
理
で
き

る
よ
う
加
工
し
た
魚
」
の
こ
と

で
す
。
ま
な
板
の
上
で
、
魚
を

さ
ば
け
な
い
人
な
ど
に
は
便
利

で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
食
生
活

の
変
化
や
運
動
不
足
な
ど
が
原

因
で
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
魚
に
は
健
康
に
良
い

栄
養
素
（
タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ル

シ
ウ
ム
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
）
が
含

ま
れ
て
い
て
、
特
に
ア
ジ
や
サ

バ
な
ど
の
青
物
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
蛇
年
。
蛇
足
な
が
ら
、
夕
食

に
魚
を
一
品
加
え
て
食
べ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
一
年
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、
健
康
が
一
番
で
す
。
伊

万
里
牛
を
食
べ
る
の
も
結
構
で

す
が
、
一
方
で
は
魚
も
食
べ
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
で
新

年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
い
ま
す
。

 

魚


